
（１）平成30年３月31日 （６）平成30年３月31日第27号伴学区社協だより 第27号 伴学区社協だより

冬も愛好者が元気に集う伴中央第一公園のラジオ体操

男子の部（下）と女子の部（上）の表彰者

好天下のプレーを楽しむ参加者

編

集

後

記

▼
香
典
返
し
に
か
え
て

（
平
成
二
十
九
年
名
七
月
〜
三
十
年
三
月
）

　

町
内
会
　
　
　
　
寄
付
者
御
芳
名 

　
　
　 

　
死
没
者
名

伴
中
央
　
西
　
田
　
雅
　
行
　
　
サ
ダ
コ

　
　
　
　
中
　
村
　
晴
　
男
　
　
ア
ヤ
子

三
城
田
　
藤
　
田
　
初
　
枝
　
　
　
進

　
　
　
　
宮
　
本
　
武
　
彦
　
　
滿
　
枝

　
　
　
　
杉
　
原
　
悦
　
子
　
　
　
憲

　
　
　
　
程
　
兼
　
　
実
　
　
　
勝
　
子

大
　
原
　
水
　
登
　
　
栞
　
　
　
　
豊

雲
願
寺
　
松
　
浦
　
敦
　
子
　
　
義
　
明

▼
一
般
寄
付
者

三
城
田
　
川
　
中
　
敬
　
三

　
　
　
　
川
　
本
　
一
　
之

広
　
陵
　
　
伴
　
　
晴
　
英

地
域
に
広
が
る
「
げ
ん
き
か
い
」

高齢者地域支え合い「伴あんしんネット」
三城田、細坂地区でスタート（３面に特集）

こ
む
ね
っ
と
ひ
ろ
し
ま
案
内

春
空
に
　背
筋
伸
ば
し
て
　好
ス
コ
ア

〜
第
７
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
〜

発
行

　伴
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

編
集

　広
報
部
会

電
話

　八
四
八―

三
二
七
七

　
高
齢
者
の
地
域
支
え
合
い
特
集

に
「
近
助
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

防
災
や
孤
独
死
を
考
え
る
上
で「
地

域
の
絆
」
の
薄
れ
が
気
が
か
り
で

す
。
向
こ
う
三
軒
両
隣
が
助
け
合

う
「
近
助
の
精
神
」
が
見
直
さ
れ

て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
の
あ
い
さ
つ

が
第
一
歩
。
困
っ
た
時
、
自
分
で

声
を
上
げ
る
勇
気
も
大
切
で
す
。

お
互
い
さ
ま
で
す
。（
Ｍ
）

〽
新
し
い
朝
が
来
た
　
希
望
の
朝

だ…

　
ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
沿
い

に
昨
年
開
設
し
た
伴
中
央
第
一
公

園
。
午
前
六
時
半
、
ラ
ジ
オ
体
操

の
歌
声
が
弾
む
。

　「
お
は
よ
う
」「
元
気
か
い
」。毎
朝
、

十
数
人
が
集
ま
る
。
冬
も
続
く
。

荒
槙
正
隆
さ
ん
（
七
三
）
は
「
み

ん
な
の
元
気
な
姿
を
確
認
。
首
も

よ
う
回
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
喜
ぶ
。

大
半
が
、
広
島
市
の
高
齢
者
い
き

い
き
活
動
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
者
。

手
帳
の
押
印
も
励
み
に
な
る
。

　
伴
社
協
は
、
夏
休
み
に
小
学
生

と
住
民
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
提
唱
。

住
民
主
体
に
通
年
の
体
操
会
も
現

在
八
会
場
に
広
が
る
。
い
き
い
き

ポ
イ
ン
ト
も
追
い
風
だ
。

　「
あ
い
さ
つ
は
地
域
の
絆
」。
会

場
名
に
朝
の
あ
い
さ
つ
「
げ
ん
き

か
い
」
を
用
い
る
。
顔
と
顔
が
見

え
る
地
域
に
な
っ
て
ほ
し
い
願
い

が
こ
も
る
。

※
会
場
一
覧
は
二
面
に
掲
載
で
す
。

〜 

善
意
銀
行
と
は 

〜

　
お
返
し
の
気
持
ち
は
お
礼
状
の
み
に

と
ど
め
、
金
品
は
伴
学
区
善
意
銀
行
に

寄
付
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
福
祉
向

上
に
役
立
て
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
お
気
持
ち
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご

寄
付
し
て
い
た
だ
く
と
き

ま
し
た
。団
体
の
部
は
、全
選
手
の
平

均
で
競
う
町
内
会
の
対
抗
戦
で
奥
畑

が
優
勝
。上
位
三
人
の
合
計
で
競
う

チ
ー
ム
対
抗
戦
も
今
年
新
設
さ
れ
ま

し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

▽
個
人
戦

【
男
子
】①
外
田
豊
昭（
広
陵
）②
戸
島

昇（
奥
畑
）③
前
野
弘
晃（
同
）④
奥
田

寛（
同
）⑤
上
本
精
三（
社
協
）⑥
松
田

隆
一（
広
陵
）⑦
田
中
清
五（
伴
中
央
）

【
女
子
】①
佐
藤
冨
士
子（
広
陵
）②
小

瀬
戸
敏
子（
細
坂
）③
吉
田
サ
ヱ
子

（
三
城
田
）④
松
田
菊
枝（
広
陵
）⑤
森

川
信
枝（
伴
中
央
）⑥
田

中
操（
同
）⑦
鈴
木
貴
久

子（
同
）

▽
団
体
戦
　

【
町
内
会
対
抗
】①
奥
畑

②
三
城
田
③
広
陵
④
細

坂
⑤
伴
中
央

【
チ
ー
ム
対
抗
】①
前
野

弘
晃
、奥
田
寛
、森
川
信

枝（
６
Ｃ
）②
佐
藤
冨
士

子
、田
中
清
五
、川
崎
修

司（
４
Ｃ
）③
大
杉
正

義
、白
石
吉
則
、吉
田
サ

　
三
月
四
日
、広
域
公
園
第
一
球
技

場
で
十
町
内
会
・
団
体
の
百
二
十
七

人（
女
性
四
十
七
人
）が
競
い
ま
し

た
。

　
個
人
の
部
は
、男
女
の
部
の
一
位

選
手
に
よ
る
ニ
ア
ピ
ン
決
戦
で
佐
藤

冨
士
子
さ
ん（
広
陵
）が
総
合
優
勝
し

ヱ
子（
８
Ｃ
）④
戸
島
昇
、島
也
信
子
、

島
也
登（
６
Ａ
）⑤
外
田
豊
昭
、堀
淳

子
、藤
村
輝
雄（
８
Ａ
）

※

チ
ー
ム
対
抗
は
上
位
三
人
掲
載
、

カ
ッ
コ
内
は
チ
ー
ム
名
で
す
。

１
　
Ｊ
Ａ
伴
支
店
か
沼
田
老
人
い
こ
い

の
家
に
出
向
き

２
　
窓
口
で
伴
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
し
た
い
旨
を
お
話
し
く
だ

さ
い

あ
な
た
の
ご
芳
志
で
伴
学
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
活
動
は
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
か
ら
伴
学
区
の

各
団
体
、
地
域
の
情
報
が
閲
覧
で
き
ま

す
。
「
こ
む
ね
っ
と
ひ
ろ
し
ま
」
と
入

力
し
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
安
佐
南
区
、

伴
学
区
へ
進
み
、
町
内
会
な
ど
を
選
び

ま
す
。
伴
社
協
は
社
協
だ
よ
り
や
主
な

活
動
を
載
せ
て
い
ま
す
。



第27号伴学区社協だより 第27号 伴学区社協だより（３）平成30年３月31日 （２）平成30年３月31日

仮設棟でのサークル発表 （2月18日）

高齢者見守り活動を寸劇で
啓発する包括職員

﹁
近
助
﹂
の
絆
で 

安
心
安
全
の
地
域

いつもの挨拶　いつもの声掛け

伴
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
の
歩
み

会 の 名 称
伴中央Bげんきかい
伴中央Aげんきかい
広陵上げんきかい
広陵下げんきかい
雲願寺げんきかい
岡崎神社げんきかい

伴中央第一公園げんきかい
奥畑集会所げんきかい

場　　所
前原下・平木（旧ともちゃん裏河川敷）

前原上（西田宅駐車場）
中畑（原さん宅斜め前）
下伴集会所

松浦住宅様横広場
岡崎神社

伴中央第一公園
奥畑集会所

開始年月
26年９月
29年８月
　〃　９月
　〃　同月
　〃　同月
　〃　同月
　〃　10月
30年３月

※

３
月
〜
11
月
の
平
日
雨
天
除
き
開
催

　
（
伴
中
央
第
一
公
園
は
正
月
除
き
毎
日
開
催

　
　
伴
中
央
B
は
土
、
日
も
開
催
）

げ
ん
き
か
い
会
場
一
覧

ス
マ
ー
ト
I
C
開
始

ま
ち
か
ど 

de 

ア
ー
ト

短 信

い
こ
い
の
家
指
定
管
理
受
託

〜
高
齢
社
会
の
居
場
所
づ
く
り
へ

　
伴
社
協
が
本
年
度
の
活
動
目
標

に
掲
げ
た
沼
田
老
人
い
こ
い
の
家

の
広
島
市
指
定
管
理
の
受
託
が
決

ま
っ
た
。
四
月
か
ら
四
年
間
、
現

在
の
仮
設
棟
と
新
庁
舎
で
の
指
定

管
理
者
に
な
り
ま
す
。

　
老
人
い
こ
い
の
家
は
、
市
が
昭

和
五
十
四
年
開
設
。
伴
社
協
が
平

成
二
十
二
年
か
ら
管
理
を
受
託
す

る
。
二
期
目
の
契
約
は
三
月
で
切

れ
る
た
め
、
伴
社
協
は
「
こ
の
施

設
は
地
域
の
宝
物
。
地
域
で
の
管

理
が
ふ
さ
わ
し
い
」
と
三
期
目
の

受
託
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
伴
社
協
は
、
広
島
市
か
ら
管
理

運
営
が
Ａ
ラ
ン
ク
と
評
価
、
二
十

九
年
度
の
利
用
者
数
も
１
万
６
0

０
０
人
の
目
標
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
い
こ
い
の
家
は
、
今
年
秋
ご
ろ

に
見
込
ま
れ
る
沼
田
合
同
庁
舎（
四

階
）
の
完
成
後
、
二
階
部
分
に
入

居
す
る
。
浴
室
な
ど
現
在
と
同
様

の
機
能
を
備
え
る
施
設
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
伴
晴
英
会
長
の
話

　
う
れ
し

い
と
同
時

に
責
任
を

感
じ
ま
す
。

超
高
齢
社

会
に
向
け
、
お
年
寄
り
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
地
域
の
大
切
な
生
活
拠
点
で
す
。

お
年
寄
り
の
顔
と
顔
が
見
え
る
施

設
を
こ
れ
か
ら
も
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
太
田
川
学
園
の
利
用
者
が
制
作

し
た
未
発
表
作
品
を
展
示
す
る

「
伴 

ま
ち
か
ど 

de 

ア
ー
ト
」
が
始

ま
っ
た
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沼
田
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
有
志
で
つ
く
る「
ア

ー
ト
な
伴
ク
ラ
ブ
」に
よ
る
第
一
弾
。

伴
東
の
「
珈
琲
　
蔵
人
珈
蔵
」
で

二
月
か
ら
絵
画
と
書
の
五
点
を
展

示
し
て
い
る
＝
写
真
。

　
四
月
二
十
八
日
〜
六
月
十
日
に

は
西
区
の
泉
美
術
館
で
同
学
園
の

作
家
制
作
に
よ
る
「
ハ
ナ
サ
ク
モ

リ
の
芸
術
家

た
ち
」
展
が

あ
る
。
広
島

市
立
大
学
を

は
じ
め
地
域

挙
げ
て
展
示

に
協
力
す
る
。

　
山
陽
自
動
車
道
沼
田
Ｐ
Ａ
の
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
利
用
が
三
月
二
十

一
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
上
下
線
に

整
備
。Ｅ
Ｔ
Ｃ
搭
載
車
に
限
ら
れ
る
。

一
日
２
３
５
０
台
の
通
行
を
見
込

む
。
広
島
市
が
周
辺
道
路
の
改
良

を
進
め
て
い
る
。

　
伴
学
区
の
各
団
体
が
連
携

し
、
お
年
寄
り
を
地
域
で
見

守
る「
伴
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
」

が
三
城
田
、
細
坂
地
区
で
始

ま
っ
た
。
気
が
か
り
な
一
人

暮
ら
し
や
高
齢
世
帯
の
お
年

寄
り
を
近
隣
の
絆
で
支
え
合

う
、
い
わ
ば
「
近
助
」
に
よ

る
地
域
再
生
の
願
い
を
込
め

て
い
ま
す
。

　
お
年
寄
り
を
見
守
る
協
力

員
宅
。
冷
蔵
庫
に
「
見
守
り

チ
ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
」＝

写
真
＝
が
貼
っ
て
あ
る
。
見

守
り
対
象
の
お
年
寄
り
宅
を

通
っ
た
り
、
姿
を
見
か
け
た

り
し
た
折
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　
戸
山
・
伴
・
大
塚
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー（
略
称「
包

括
」）
が
窓
口
に
な
る
地
域
支
え
合

い
の
仕
組
み
は
こ
う
で
す
―
。

　
見
守
り
を
希
望
す
る
お
年
寄
り

を
募
る
。
同
意
・
登
録
が
原
則
。

一
人
暮
ら
し
や
要
援
護
者
な
ど
希

望
す
れ
ば
、
だ
れ
で
も
見
守
り
の

対
象
に
な
れ
ま
す
。

　
近
隣
の
住
民
が
協
力
員
と
し
て

声
か
け
・
見
守
り
を
す
る
。
毎
月

の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
そ
の
ま
ま
報

告
書
に
な
る
。
必
要
が
あ
れ
ば
包

括
職
員
が
、
お
年
寄
り
や
住
民
へ

の
相
談
・
支
援
を
す
る
。
協
力
員

の
活
動
に
広
島
市
の
高
齢
者
い
き

い
き
活
動
ポ
イ
ン
ト
も
付
与
。
地

域
を
支
え
る
二
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
三
月
現
在
、
三
城
田
で
見
守
り

対
象
者
七
人
、
協
力
員
八
人
。
細

坂
各
四
人
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
城
田
の
準
備
委
副
委
員
長
で

あ
る
上
野
昭
司
・
伴
社
協
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ン
ク
「
と
も
」
事
務
局

長
は
「
協
力
員
は
、
一
人
で
悩
ま

な
い
で
、
町
内
会
や
民
生
委
員
、

社
協
な
ど
み
ん
な
の
力
で
解
決
を

考
え
た
い
。
作
業
支
援
な
ど
に
つ

い
て
は
『
と
も
』
が
、
お
手
伝
い

し
た
い
」
と
助
言
し
ま
す
。

　
伴
学
区
で
見
守
り
が
要
る
お
年

寄
り
は
、
民
生
委
員
に
よ
る
調
査

で
約
百
五
十
人
。
地
域
に
も
っ
と

支
え
手
が
欲
し
い
超
高
齢
社
会
に

向
け
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
取

り
組
み
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
３
月
に
社
協
、
町
内
会
、

老
人
会
、
女
性
会
、
民
児
協
の
各

団
体
と
包
括
が
準
備
委
▽
６
月
に

三
城
田
、
細
坂
両
地
区
の
先
行
実

施
を
決
め
る
▽
９
月
に
啓
発
チ
ラ

シ
配
布
▽
12
月
に
長
束
西
学
区
の

事
例
学
習
会
▽
今
年
１
月
に
包
括

職
員
が
寸
劇
で
啓
発
▽
２
月
に
三

城
田
で
見
守
り
を
始
め
る
▽
３
月

細
坂
で
も
始
め
る

＊
同
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
（
八
四
九
）
五
八
六
〇
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仮設棟でのサークル発表 （2月18日）

高齢者見守り活動を寸劇で
啓発する包括職員

﹁
近
助
﹂
の
絆
で 

安
心
安
全
の
地
域

いつもの挨拶　いつもの声掛け

伴
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
の
歩
み

会 の 名 称
伴中央Bげんきかい
伴中央Aげんきかい
広陵上げんきかい
広陵下げんきかい
雲願寺げんきかい
岡崎神社げんきかい

伴中央第一公園げんきかい
奥畑集会所げんきかい

場　　所
前原下・平木（旧ともちゃん裏河川敷）

前原上（西田宅駐車場）
中畑（原さん宅斜め前）
下伴集会所

松浦住宅様横広場
岡崎神社

伴中央第一公園
奥畑集会所

開始年月
26年９月
29年８月
　〃　９月
　〃　同月
　〃　同月
　〃　同月
　〃　10月
30年３月

※

３
月
〜
11
月
の
平
日
雨
天
除
き
開
催

　
（
伴
中
央
第
一
公
園
は
正
月
除
き
毎
日
開
催

　
　
伴
中
央
B
は
土
、
日
も
開
催
）

げ
ん
き
か
い
会
場
一
覧

ス
マ
ー
ト
I
C
開
始

ま
ち
か
ど 

de 

ア
ー
ト

短 信

い
こ
い
の
家
指
定
管
理
受
託

〜
高
齢
社
会
の
居
場
所
づ
く
り
へ

　
伴
社
協
が
本
年
度
の
活
動
目
標

に
掲
げ
た
沼
田
老
人
い
こ
い
の
家

の
広
島
市
指
定
管
理
の
受
託
が
決

ま
っ
た
。
四
月
か
ら
四
年
間
、
現

在
の
仮
設
棟
と
新
庁
舎
で
の
指
定

管
理
者
に
な
り
ま
す
。

　
老
人
い
こ
い
の
家
は
、
市
が
昭

和
五
十
四
年
開
設
。
伴
社
協
が
平

成
二
十
二
年
か
ら
管
理
を
受
託
す

る
。
二
期
目
の
契
約
は
三
月
で
切

れ
る
た
め
、
伴
社
協
は
「
こ
の
施

設
は
地
域
の
宝
物
。
地
域
で
の
管

理
が
ふ
さ
わ
し
い
」
と
三
期
目
の

受
託
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
伴
社
協
は
、
広
島
市
か
ら
管
理

運
営
が
Ａ
ラ
ン
ク
と
評
価
、
二
十

九
年
度
の
利
用
者
数
も
１
万
６
0

０
０
人
の
目
標
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
い
こ
い
の
家
は
、
今
年
秋
ご
ろ

に
見
込
ま
れ
る
沼
田
合
同
庁
舎（
四

階
）
の
完
成
後
、
二
階
部
分
に
入

居
す
る
。
浴
室
な
ど
現
在
と
同
様

の
機
能
を
備
え
る
施
設
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
伴
晴
英
会
長
の
話

　
う
れ
し

い
と
同
時

に
責
任
を

感
じ
ま
す
。

超
高
齢
社

会
に
向
け
、
お
年
寄
り
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
地
域
の
大
切
な
生
活
拠
点
で
す
。

お
年
寄
り
の
顔
と
顔
が
見
え
る
施

設
を
こ
れ
か
ら
も
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
太
田
川
学
園
の
利
用
者
が
制
作

し
た
未
発
表
作
品
を
展
示
す
る

「
伴 

ま
ち
か
ど 

de 

ア
ー
ト
」
が
始

ま
っ
た
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沼
田
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
有
志
で
つ
く
る「
ア

ー
ト
な
伴
ク
ラ
ブ
」に
よ
る
第
一
弾
。

伴
東
の
「
珈
琲
　
蔵
人
珈
蔵
」
で

二
月
か
ら
絵
画
と
書
の
五
点
を
展

示
し
て
い
る
＝
写
真
。

　
四
月
二
十
八
日
〜
六
月
十
日
に

は
西
区
の
泉
美
術
館
で
同
学
園
の

作
家
制
作
に
よ
る
「
ハ
ナ
サ
ク
モ

リ
の
芸
術
家

た
ち
」
展
が

あ
る
。
広
島

市
立
大
学
を

は
じ
め
地
域

挙
げ
て
展
示

に
協
力
す
る
。

　
山
陽
自
動
車
道
沼
田
Ｐ
Ａ
の
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
利
用
が
三
月
二
十

一
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
上
下
線
に

整
備
。Ｅ
Ｔ
Ｃ
搭
載
車
に
限
ら
れ
る
。

一
日
２
３
５
０
台
の
通
行
を
見
込

む
。
広
島
市
が
周
辺
道
路
の
改
良

を
進
め
て
い
る
。

　
伴
学
区
の
各
団
体
が
連
携

し
、
お
年
寄
り
を
地
域
で
見

守
る「
伴
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
」

が
三
城
田
、
細
坂
地
区
で
始

ま
っ
た
。
気
が
か
り
な
一
人

暮
ら
し
や
高
齢
世
帯
の
お
年

寄
り
を
近
隣
の
絆
で
支
え
合

う
、
い
わ
ば
「
近
助
」
に
よ

る
地
域
再
生
の
願
い
を
込
め

て
い
ま
す
。

　
お
年
寄
り
を
見
守
る
協
力

員
宅
。
冷
蔵
庫
に
「
見
守
り

チ
ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
」＝

写
真
＝
が
貼
っ
て
あ
る
。
見

守
り
対
象
の
お
年
寄
り
宅
を

通
っ
た
り
、
姿
を
見
か
け
た

り
し
た
折
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　
戸
山
・
伴
・
大
塚
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー（
略
称「
包

括
」）
が
窓
口
に
な
る
地
域
支
え
合

い
の
仕
組
み
は
こ
う
で
す
―
。

　
見
守
り
を
希
望
す
る
お
年
寄
り

を
募
る
。
同
意
・
登
録
が
原
則
。

一
人
暮
ら
し
や
要
援
護
者
な
ど
希

望
す
れ
ば
、
だ
れ
で
も
見
守
り
の

対
象
に
な
れ
ま
す
。

　
近
隣
の
住
民
が
協
力
員
と
し
て

声
か
け
・
見
守
り
を
す
る
。
毎
月

の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
そ
の
ま
ま
報

告
書
に
な
る
。
必
要
が
あ
れ
ば
包

括
職
員
が
、
お
年
寄
り
や
住
民
へ

の
相
談
・
支
援
を
す
る
。
協
力
員

の
活
動
に
広
島
市
の
高
齢
者
い
き

い
き
活
動
ポ
イ
ン
ト
も
付
与
。
地

域
を
支
え
る
二
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
三
月
現
在
、
三
城
田
で
見
守
り

対
象
者
七
人
、
協
力
員
八
人
。
細

坂
各
四
人
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
城
田
の
準
備
委
副
委
員
長
で

あ
る
上
野
昭
司
・
伴
社
協
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ン
ク
「
と
も
」
事
務
局

長
は
「
協
力
員
は
、
一
人
で
悩
ま

な
い
で
、
町
内
会
や
民
生
委
員
、

社
協
な
ど
み
ん
な
の
力
で
解
決
を

考
え
た
い
。
作
業
支
援
な
ど
に
つ

い
て
は
『
と
も
』
が
、
お
手
伝
い

し
た
い
」
と
助
言
し
ま
す
。

　
伴
学
区
で
見
守
り
が
要
る
お
年

寄
り
は
、
民
生
委
員
に
よ
る
調
査

で
約
百
五
十
人
。
地
域
に
も
っ
と

支
え
手
が
欲
し
い
超
高
齢
社
会
に

向
け
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
取

り
組
み
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
３
月
に
社
協
、
町
内
会
、

老
人
会
、
女
性
会
、
民
児
協
の
各

団
体
と
包
括
が
準
備
委
▽
６
月
に

三
城
田
、
細
坂
両
地
区
の
先
行
実

施
を
決
め
る
▽
９
月
に
啓
発
チ
ラ

シ
配
布
▽
12
月
に
長
束
西
学
区
の

事
例
学
習
会
▽
今
年
１
月
に
包
括

職
員
が
寸
劇
で
啓
発
▽
２
月
に
三

城
田
で
見
守
り
を
始
め
る
▽
３
月

細
坂
で
も
始
め
る

＊
同
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
（
八
四
九
）
五
八
六
〇
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安全安心の地域づくりを願う拡大推進大会（１月27日）

介護用リフトの実演を見守る福祉委員

無理のない運動が長寿の秘訣（3月）

こま回しに熱いまなざし（12月）

楽しい趣向で心も弾む（12月）

大人も増えたラジオ体操（７月・伴小）近隣の力を得て庭もすっきり（６月）

総

務

部

会

高
齢
者
福
祉
部
会

障
が
い
者
福
祉
部
会

児
童
福
祉
部
会

平
成
二
十
九
年
度
の

活
動
報
告

　
本
年
度
は
、

一
人
暮
ら
し

や
高
齢
世
帯

の
お
年
寄
り

か
ら
十
三
件

の
作
業
依
頼

が
あ
り
ま
し

た
。草
取
り
・
草
刈
り
、庭
木
の

整
枝
、大
型
ご
み
の
搬
出
、車
い

す
で
の
通
院
支
援
な
ど
。会
員

の
ほ
か
、ご
近
所
の
協
力
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。み
な
さ
ん
！

お
困
り
の
作
業
が
あ
れ
ば
、お

手
伝
い
し
ま
す
。連
絡
先
は
沼

田
老
人
い
こ
い
の
家

電
話
八
四
八
―
三
二
七
七
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク「
と
も
」

か
ら
お
知
ら
せ

お
年
寄
り
に
優
し
い
ス
ク
ラ
ム
　

　〜
交
通
安
全
と
防
犯
の
活
動
強
化
〜

地
域
の
老
健
施
設
で
学
ぶ

　
老
人
い
こ
い
の
家
で
毎
月
第
二
、

第
四
金
曜
に
あ
る
ロ
コ
モ
体
操

（
介
護
予
防
運
動
）教
室
。川
下
巧

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
で
五

十
数
人
が
楽
し
く
体
を
動
か
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
み
れ
」の
運
営

で
介
護
予
防
の
拠
点
と
し
て
定
着
。

社
協
も
、お
年
寄
り
の
健
康
と
語

ら
い
の
場
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

（
部
長

　大
津

　信
之
）

　
伴
学
区
の
社
協
と
老
人
会
、女

性
会
、民
児
協
の
各
団
体
が
協
力
、

伴
小
学
校
で
一
年
生
と「
む
か
し

遊
び
の
会
」を
十
一
月
九
日
に
開

き
ま
し
た
。協
力
者
二
十
九
人
に

児
童
二
百
二
人
。あ
や
と
り
、お
手

玉
、け
ん
玉
、こ
ま
回
し
、竹
と
ん

ぼ
、島
跳
び
の
六
種
目
で
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
部
長

　上
本

　精
三
）

　
伴
東
・
大
塚
伴
南
学
区
と
共
催

の
障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
会
を
十
二

月
三
日
、沼
田
公
民
館
で
開
き
ま

し
た
。伴
学
区
か
ら
十
七
人
が
参

加
し
、午
前
は
運
動
会
、午
後
は
三

味
線
演
奏
の
鑑
賞
を
し
ま
し
た
。

民
生
委
員
を
通
じ
て
参
加
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

（
部
長

　石
富

　三
弘
）

　
長
年
の
目
標
で
あ
っ
た
オ
ー
ル

シ
ー
ズ
ン
の
大
人
の
体
操
会（
げ
ん

き
・
か
い
）が
、八
会
場
で
動
き
出
し

ま
し
た
。夏
休
み
に
は
伴
小
学
校
に

通
う
す
べ
て
の
児
童
が
、最
寄
り
の

ラ
ジ
オ
体
操
会
場
に
気
軽
に
集
ま

っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
部
長

　西
田
雅
行
）

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

安
心
し
て
歩
け
る
地
域
づ
く
り

に
向
け
、伴
社
協
が
中
心
に
な
っ

て「
高
齢
者
交
通
安
全
モ
デ
ル
地

区
」の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
モ
デ
ル
地
区
は
、連
合
会
町
内

会
提
唱
の「
ゾ
ー
ン
30
」を
進
め

る
伴
学
区
が
安
佐
南
署
か
ら
昨

年
四
月
指
定
。ゾ
ー
ン
指
定
地
域

で
は
車
の
時
速
三
〇
キ
ロ
以
下

に
制
限
し
、歩
行
者
の
安
全
を
図

る
。社
協
や
各
団
体
に
よ
る
協
議

会
も
発
足
し
ま
し
た
。

　
九
月
の
決
起
大
会
で
は
、高
齢

者
福
祉
部
会
の
上
本
精
三
部
長

が
人
に
優
し
い
、思
い
や
り
の
あ

る
道
づ
く
り
を
願
っ
て
交
通
安

全
宣
言
。高
齢
運
転
者
ド
ッ
ク
の

実
技
講
座
、署
員
に
よ
る
町
内
会

の
出
前
講
座
も
企
画
し
て
い
ま

す
。

　「
ゾ
ー
ン
30
」は
初
年
度
、伴
小

学
校
を
中
心
に
し
た
三
城
田
地

区
に
続
き
大
原
、雲
願
寺
地
区
に

指
定
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
　
◇

　
安
佐
南
署
は
、交
通
安
全
活
動

に
合
わ
せ
、特
殊
詐
欺
被
害
防
止

の
講
座
も
企
画
。高
齢
者
に
被
害

が
多
い
た
め
、民
児
協
や
女
性
会

に
も
呼
び
か
け
、高
齢
者
を
守
る

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　「
い
つ
か
私
も
お
世
話
に
…
」。

福
祉
委
員
・
幹
事
会
の
三
十
七
人

が
二
月
一
日
、安
佐
南
区
沼
田
町

吉
山
の
介
護
老
人
保
健
施
設「
と

や
ま
」で
研
修
し
ま
し
た
。

　
介
護
が
必
要
な
お
年
寄
り
の

自
立
を
支
援
し
、自
宅
へ
の
復
帰

を
目
指
す
老
健
施
設
。作
業
・
理

学
療
法
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
か

ら
食
事
・
入
浴
の
日
常

サ
ー
ビ
ス
ま
で
介
護
の

現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
寝
た
き
り
状
態
の
お

年
寄
り
を
車
い
す
に
移

す
、介
護
労
働
の
軽
減

を
図
る
リ
フ
ト
の
実
演

も
拝
見
。入
居
者
も
職

員
も
笑
顔
で
接
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。戸
山
・

伴
・
大
塚
地
区
で
少
な

い
認
知
症
カ
フ
ェ
も
あ

り
ま
し
た
。

　
午
後
は
大
塚
西
に
あ
る
フ
ラ

ン
ス
ベ
ッ
ド
広
島
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
を
見
学
。介
護
用
具
の
種
類
も

多
く
、大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

福
祉
委
員
の
地
域
で
の
活
動
に

少
し
で
も
役
立
て
ば
と
願
い
ま

し
た
。

（
福
祉
委
員
部
会
部
長

　有
馬
義
憲
）
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取
り
・
草
刈
り
、庭
木
の

整
枝
、大
型
ご
み
の
搬
出
、車
い

す
で
の
通
院
支
援
な
ど
。会
員

の
ほ
か
、ご
近
所
の
協
力
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。み
な
さ
ん
！

お
困
り
の
作
業
が
あ
れ
ば
、お

手
伝
い
し
ま
す
。連
絡
先
は
沼

田
老
人
い
こ
い
の
家

電
話
八
四
八
―
三
二
七
七
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク「
と
も
」

か
ら
お
知
ら
せ

お
年
寄
り
に
優
し
い
ス
ク
ラ
ム
　

　〜
交
通
安
全
と
防
犯
の
活
動
強
化
〜

地
域
の
老
健
施
設
で
学
ぶ

　
老
人
い
こ
い
の
家
で
毎
月
第
二
、

第
四
金
曜
に
あ
る
ロ
コ
モ
体
操

（
介
護
予
防
運
動
）教
室
。川
下
巧

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
で
五

十
数
人
が
楽
し
く
体
を
動
か
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
み
れ
」の
運
営

で
介
護
予
防
の
拠
点
と
し
て
定
着
。

社
協
も
、お
年
寄
り
の
健
康
と
語

ら
い
の
場
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

（
部
長

　大
津

　信
之
）

　
伴
学
区
の
社
協
と
老
人
会
、女

性
会
、民
児
協
の
各
団
体
が
協
力
、

伴
小
学
校
で
一
年
生
と「
む
か
し

遊
び
の
会
」を
十
一
月
九
日
に
開

き
ま
し
た
。協
力
者
二
十
九
人
に

児
童
二
百
二
人
。あ
や
と
り
、お
手

玉
、け
ん
玉
、こ
ま
回
し
、竹
と
ん

ぼ
、島
跳
び
の
六
種
目
で
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
部
長

　上
本

　精
三
）

　
伴
東
・
大
塚
伴
南
学
区
と
共
催

の
障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
会
を
十
二

月
三
日
、沼
田
公
民
館
で
開
き
ま

し
た
。伴
学
区
か
ら
十
七
人
が
参

加
し
、午
前
は
運
動
会
、午
後
は
三

味
線
演
奏
の
鑑
賞
を
し
ま
し
た
。

民
生
委
員
を
通
じ
て
参
加
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

（
部
長

　石
富

　三
弘
）

　
長
年
の
目
標
で
あ
っ
た
オ
ー
ル

シ
ー
ズ
ン
の
大
人
の
体
操
会（
げ
ん

き
・
か
い
）が
、八
会
場
で
動
き
出
し

ま
し
た
。夏
休
み
に
は
伴
小
学
校
に

通
う
す
べ
て
の
児
童
が
、最
寄
り
の

ラ
ジ
オ
体
操
会
場
に
気
軽
に
集
ま

っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
部
長

　西
田
雅
行
）

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

安
心
し
て
歩
け
る
地
域
づ
く
り

に
向
け
、伴
社
協
が
中
心
に
な
っ

て「
高
齢
者
交
通
安
全
モ
デ
ル
地

区
」の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
モ
デ
ル
地
区
は
、連
合
会
町
内

会
提
唱
の「
ゾ
ー
ン
30
」を
進
め

る
伴
学
区
が
安
佐
南
署
か
ら
昨

年
四
月
指
定
。ゾ
ー
ン
指
定
地
域

で
は
車
の
時
速
三
〇
キ
ロ
以
下

に
制
限
し
、歩
行
者
の
安
全
を
図

る
。社
協
や
各
団
体
に
よ
る
協
議

会
も
発
足
し
ま
し
た
。

　
九
月
の
決
起
大
会
で
は
、高
齢

者
福
祉
部
会
の
上
本
精
三
部
長

が
人
に
優
し
い
、思
い
や
り
の
あ

る
道
づ
く
り
を
願
っ
て
交
通
安

全
宣
言
。高
齢
運
転
者
ド
ッ
ク
の

実
技
講
座
、署
員
に
よ
る
町
内
会

の
出
前
講
座
も
企
画
し
て
い
ま

す
。

　「
ゾ
ー
ン
30
」は
初
年
度
、伴
小

学
校
を
中
心
に
し
た
三
城
田
地

区
に
続
き
大
原
、雲
願
寺
地
区
に

指
定
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
　
◇

　
安
佐
南
署
は
、交
通
安
全
活
動

に
合
わ
せ
、特
殊
詐
欺
被
害
防
止

の
講
座
も
企
画
。高
齢
者
に
被
害

が
多
い
た
め
、民
児
協
や
女
性
会

に
も
呼
び
か
け
、高
齢
者
を
守
る

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　「
い
つ
か
私
も
お
世
話
に
…
」。

福
祉
委
員
・
幹
事
会
の
三
十
七
人

が
二
月
一
日
、安
佐
南
区
沼
田
町

吉
山
の
介
護
老
人
保
健
施
設「
と

や
ま
」で
研
修
し
ま
し
た
。

　
介
護
が
必
要
な
お
年
寄
り
の

自
立
を
支
援
し
、自
宅
へ
の
復
帰

を
目
指
す
老
健
施
設
。作
業
・
理

学
療
法
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
か

ら
食
事
・
入
浴
の
日
常

サ
ー
ビ
ス
ま
で
介
護
の

現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
寝
た
き
り
状
態
の
お

年
寄
り
を
車
い
す
に
移

す
、介
護
労
働
の
軽
減

を
図
る
リ
フ
ト
の
実
演

も
拝
見
。入
居
者
も
職

員
も
笑
顔
で
接
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。戸
山
・

伴
・
大
塚
地
区
で
少
な

い
認
知
症
カ
フ
ェ
も
あ

り
ま
し
た
。

　
午
後
は
大
塚
西
に
あ
る
フ
ラ

ン
ス
ベ
ッ
ド
広
島
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
を
見
学
。介
護
用
具
の
種
類
も

多
く
、大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

福
祉
委
員
の
地
域
で
の
活
動
に

少
し
で
も
役
立
て
ば
と
願
い
ま

し
た
。

（
福
祉
委
員
部
会
部
長

　有
馬
義
憲
）
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冬も愛好者が元気に集う伴中央第一公園のラジオ体操

男子の部（下）と女子の部（上）の表彰者

好天下のプレーを楽しむ参加者

編

集

後

記

▼
香
典
返
し
に
か
え
て

（
平
成
二
十
九
年
名
七
月
〜
三
十
年
三
月
）

　

町
内
会
　
　
　
　
寄
付
者
御
芳
名 

　
　
　 

　
死
没
者
名

伴
中
央
　
西
　
田
　
雅
　
行
　
　
サ
ダ
コ

　
　
　
　
中
　
村
　
晴
　
男
　
　
ア
ヤ
子

三
城
田
　
藤
　
田
　
初
　
枝
　
　
　
進

　
　
　
　
宮
　
本
　
武
　
彦
　
　
滿
　
枝

　
　
　
　
杉
　
原
　
悦
　
子
　
　
　
憲

　
　
　
　
程
　
兼
　
　
実
　
　
　
勝
　
子

大
　
原
　
水
　
登
　
　
栞
　
　
　
　
豊

雲
願
寺
　
松
　
浦
　
敦
　
子
　
　
義
　
明

▼
一
般
寄
付
者

三
城
田
　
川
　
中
　
敬
　
三

　
　
　
　
川
　
本
　
一
　
之

広
　
陵
　
　
伴
　
　
晴
　
英

地
域
に
広
が
る
「
げ
ん
き
か
い
」

高齢者地域支え合い「伴あんしんネット」
三城田、細坂地区でスタート（３面に特集）

こ
む
ね
っ
と
ひ
ろ
し
ま
案
内

春
空
に
　背
筋
伸
ば
し
て
　好
ス
コ
ア

〜
第
７
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
〜

発
行

　伴
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

編
集

　広
報
部
会

電
話

　八
四
八―

三
二
七
七

　
高
齢
者
の
地
域
支
え
合
い
特
集

に
「
近
助
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

防
災
や
孤
独
死
を
考
え
る
上
で「
地

域
の
絆
」
の
薄
れ
が
気
が
か
り
で

す
。
向
こ
う
三
軒
両
隣
が
助
け
合

う
「
近
助
の
精
神
」
が
見
直
さ
れ

て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
の
あ
い
さ
つ

が
第
一
歩
。
困
っ
た
時
、
自
分
で

声
を
上
げ
る
勇
気
も
大
切
で
す
。

お
互
い
さ
ま
で
す
。（
Ｍ
）

〽
新
し
い
朝
が
来
た
　
希
望
の
朝

だ…

　
ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
沿
い

に
昨
年
開
設
し
た
伴
中
央
第
一
公

園
。
午
前
六
時
半
、
ラ
ジ
オ
体
操

の
歌
声
が
弾
む
。

　「
お
は
よ
う
」「
元
気
か
い
」。毎
朝
、

十
数
人
が
集
ま
る
。
冬
も
続
く
。

荒
槙
正
隆
さ
ん
（
七
三
）
は
「
み

ん
な
の
元
気
な
姿
を
確
認
。
首
も

よ
う
回
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
喜
ぶ
。

大
半
が
、
広
島
市
の
高
齢
者
い
き

い
き
活
動
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
者
。

手
帳
の
押
印
も
励
み
に
な
る
。

　
伴
社
協
は
、
夏
休
み
に
小
学
生

と
住
民
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
提
唱
。

住
民
主
体
に
通
年
の
体
操
会
も
現

在
八
会
場
に
広
が
る
。
い
き
い
き

ポ
イ
ン
ト
も
追
い
風
だ
。

　「
あ
い
さ
つ
は
地
域
の
絆
」。
会

場
名
に
朝
の
あ
い
さ
つ
「
げ
ん
き

か
い
」
を
用
い
る
。
顔
と
顔
が
見

え
る
地
域
に
な
っ
て
ほ
し
い
願
い

が
こ
も
る
。

※

会
場
一
覧
は
二
面
に
掲
載
で
す
。

〜 
善
意
銀
行
と
は 

〜

　
お
返
し
の
気
持
ち
は
お
礼
状
の
み
に

と
ど
め
、
金
品
は
伴
学
区
善
意
銀
行
に

寄
付
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
福
祉
向

上
に
役
立
て
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
お
気
持
ち
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご

寄
付
し
て
い
た
だ
く
と
き

ま
し
た
。団
体
の
部
は
、全
選
手
の
平

均
で
競
う
町
内
会
の
対
抗
戦
で
奥
畑

が
優
勝
。上
位
三
人
の
合
計
で
競
う

チ
ー
ム
対
抗
戦
も
今
年
新
設
さ
れ
ま

し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

▽
個
人
戦

【
男
子
】①
外
田
豊
昭（
広
陵
）②
戸
島

昇（
奥
畑
）③
前
野
弘
晃（
同
）④
奥
田

寛（
同
）⑤
上
本
精
三（
社
協
）⑥
松
田

隆
一（
広
陵
）⑦
田
中
清
五（
伴
中
央
）

【
女
子
】①
佐
藤
冨
士
子（
広
陵
）②
小

瀬
戸
敏
子（
細
坂
）③
吉
田
サ
ヱ
子

（
三
城
田
）④
松
田
菊
枝（
広
陵
）⑤
森

川
信
枝（
伴
中
央
）⑥
田

中
操（
同
）⑦
鈴
木
貴
久

子（
同
）

▽
団
体
戦
　

【
町
内
会
対
抗
】①
奥
畑

②
三
城
田
③
広
陵
④
細

坂
⑤
伴
中
央

【
チ
ー
ム
対
抗
】①
前
野

弘
晃
、奥
田
寛
、森
川
信

枝（
６
Ｃ
）②
佐
藤
冨
士

子
、田
中
清
五
、川
崎
修

司（
４
Ｃ
）③
大
杉
正

義
、白
石
吉
則
、吉
田
サ

　
三
月
四
日
、広
域
公
園
第
一
球
技

場
で
十
町
内
会
・
団
体
の
百
二
十
七

人（
女
性
四
十
七
人
）が
競
い
ま
し

た
。

　
個
人
の
部
は
、男
女
の
部
の
一
位

選
手
に
よ
る
ニ
ア
ピ
ン
決
戦
で
佐
藤

冨
士
子
さ
ん（
広
陵
）が
総
合
優
勝
し

ヱ
子（
８
Ｃ
）④
戸
島
昇
、島
也
信
子
、

島
也
登（
６
Ａ
）⑤
外
田
豊
昭
、堀
淳

子
、藤
村
輝
雄（
８
Ａ
）

※

チ
ー
ム
対
抗
は
上
位
三
人
掲
載
、

カ
ッ
コ
内
は
チ
ー
ム
名
で
す
。

１
　
Ｊ
Ａ
伴
支
店
か
沼
田
老
人
い
こ
い

の
家
に
出
向
き

２
　
窓
口
で
伴
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
し
た
い
旨
を
お
話
し
く
だ

さ
い

あ
な
た
の
ご
芳
志
で
伴
学
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
活
動
は
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
か
ら
伴
学
区
の

各
団
体
、
地
域
の
情
報
が
閲
覧
で
き
ま

す
。
「
こ
む
ね
っ
と
ひ
ろ
し
ま
」
と
入

力
し
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
安
佐
南
区
、

伴
学
区
へ
進
み
、
町
内
会
な
ど
を
選
び

ま
す
。
伴
社
協
は
社
協
だ
よ
り
や
主
な

活
動
を
載
せ
て
い
ま
す
。


